
　

経
済
産
業
省
は
、
8
月　
20

日
付
で
、日
本
産
業
規
格（
J

I
S
）
を
制
定
・
改
正
し
、

公
示
し
た
。
今
回
、
計
量
法

令
関
係
の
J
I
S
が
改
正
さ

れ
て
い
る
。

　

計
量
法
で
は
、
取
引
や
証

明
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
計
量
器
を
、
適
正
な

計
量
を
確
保
す
る
た
め
に

「
特
定
計
量
器
」
と
定
め
て

規
制
し
て
お
り
、
特
定
計
量

器
の
技
術
基
準
に
つ
い
て

は
、J
I
S
で
定
め
て
い
る
。 　

今
回
、
2
0
2
0
年
（
令

和
2
年
）
4
月
1
日
か
ら
検

定
が
開
始
さ
れ
る
、
充
填
用

自
動
は
か
り
な
ど
3
器
種
の

自
動
は
か
り
に
関
す
る
J
I

S
が
改
正
さ
れ
た
。こ
の
他
、

タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
に
関
す

る
J
I
S
も
改
正
さ
れ
た
。

　

日
本
産
業
標
準
調
査
会

（
J
I
S
C
）
の
w
e
b
サ

イ
ト
で
J
I
S
検
索
す
れ

ば
、
閲
覧
で
き
る
。

　

計
量
法
令
関
連
の
改
正
さ

れ
た
J
I
S
は
次
の
と
お
り

（
規
格
名
称
、
規
格
番
号
、

原
案
作
成
団
体
、
の
順
）。

▽
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
B

7
6
0
3
、
日
本
規
格
協
会

▽
充
填
用
自
動
は
か
り
―
第

1
部
：
計
量
要
件
及
び
技
術

要
件
、
B
7
6
0
4
―
1
、

日
本
規
格
協
会

▽
充
填
用
自
動
は
か
り
―
第

2
部
：
試
験
方
法
、
B
7
6

0
4
―
2
、
日
本
規
格
協
会

▽
コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル
―
第

1
部
：
計
量
要
件
及
び
技
術

要
件
、
B
7
6
0
6
―
1
、

日
本
規
格
協
会

▽
コ
ン
ベ
ヤ
ス
ケ
ー
ル
―
第

2
部
：
試
験
方
法
、
B
7
6

0
6
―
2
、
日
本
規
格
協
会

▽
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
、
D

5
6
0
9
、
日
本
規
格
協
会

　

不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
ワ
ー

キ
ン
グ
ル
ー
プ
と
日
本
計
量

振
興
協
会
は
、
日
本
計
量
会

館
で
、　

月
5
日　

に
「
第

11

（火）

9
回
質
量
測
定
に
特
化
し
た

不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
、

翌　

月
6
日　

に
は
「
第
2

11

（水）

回
分
銅
校
正
技
術
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。

　
「
質
量
測
定
に
特
化
し
た

不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

産
業
の
広
い
分
野
で
計
測
の

基
礎
技
術
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
質
量
測
定
を
対
象

に
、
国
家
質
量
標
準
へ
の
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
確
保
し

た
測
定
結
果
の
不
確
か
さ
の

評
価
法
を
習
得
す
る
。
2
0

1
6
年
の
第
1
回
開
始
以

来
、
こ
れ
ま
で
に
8
回
の
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
多
数

の
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
。

　
「
分
銅
校
正
技
術
セ
ミ

ナ
ー
」
は
、
質
量
測
定
に
係

わ
る
多
く
の
関
係
者
か
ら
の

開
催
要
望
を
受
け
、
ま
た
、

I
S
O
／
I
E
C　

1
7
0

2
5
の
改
正
に
伴
っ
た
分
銅

校
正
業
務
体
制
の
再
構
築
に

資
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ

た
。
精
密
質
量
計
測
と
不
確

か
さ
分
野
の
第
一
線
で
活
動

し
て
い
る
講
師
か
ら
、
J
I

S　

B
7
6
0
9
分
銅
：
2

0
0
8
に
即
し
た
分
銅
校
正

法
の
解
説
が
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
演
習
に
よ
っ
て
校
正
の
不

確
か
さ
評
価
法
に
対
す
る
理

解
を
段
階
的
に
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
、

質
量
測
定
に
お
け
る
客
観
的

で
定
量
的
な
信
頼
性
評
価
を

可
能
と
し
、
測
定
担
当
者
や

分
銅
校
正
要
員
の
教
育
・
訓

練
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

■
第
9
回
質
量
測
定
に
特
化

し
た
不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】
2
0
1
9
年　

月
11

5
日　

、
9
時
～　

時

（火）

17

【
会
場
】
日
本
計
量
会
館
3

階（
〒
1
6
2
―
0
8
3
7
、

東
京
都
新
宿
区
納
戸
町　

―
25

1
）

【
内
容
】
田
中
秀
幸
氏
（
産

総
研
）
監
修
に
よ
る
「
不
確

か
さ
に
関
連
す
る
用
語
」、

「
不
確
か
さ
評
価
の
原
理
」、

「
J
C
S
S
校
正
証
明
書
の

活
用
方
法
」、「
空
気
浮
力
の

補
正
」、「
液
体
の
質
量
測
定

の
不
確
か
さ
」、「
粉
体
の
質

量
測
定
の
不
確
か
さ
」
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
演
習
を
通

し
て
、「
バ
ジ
ェ
ッ
ト
表
作

成
」
や
「
不
確
か
さ
を
付
与

し
た
報
告
」
等
を
学
び
、
最

終
的
に
「
質
量
測
定
値
に
不

確
か
さ
を
付
与
す
る
」
を
目

指
す
セ
ミ
ナ
ー
。
修
了
者
に

は
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
証
書
を

発
行
。

【
参
加
条
件
】
▽
表
計
算
ソ

フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
ま
た
は

関
数
電
卓
が
扱
え
る
人
▽
演

習
時
に
使
用
す
る
関
数
電
卓

ま
た
は
P
C
を
持
参
で
き
る

人【
参
加
費
】
3
万
円

【
募
集
人
数
】　

名
（
先
着

12

順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
講
師
】
▽
植
木
正
明
（
元

産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
▽

加
藤
毅
（
日
本
食
品
分
析
セ

ン
タ
ー
）
▽
高
澤
解
人
（
製

品
評
価
技
術
基
盤
機
構
認
定

セ
ン
タ
ー
）▽
渡
部
新
一（
計

測
自
動
制
御
学
会
力
学
量
計

測
部
会
）

【
申
込
方
法
】
件
名
を
「　
11

月
5
日
不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー

参
加
申
込
」
と
し
、
氏
名
、

所
属
、住
所
、連
絡
先（
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
）、「
P
C
持
参
」

ま
た
は
「
関
数
電
卓
持
参
」

を
明
記

■
第
2
回
分
銅
校
正
技
術
セ

ミ
ナ
ー

【
日
時
】
2
0
1
9
年　

月
11

6
日　

、
9
時
～　

時

（水）

17

【
会
場
】
日
本
計
量
会
館
3

不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
・
分
銅
校
正
技
術
セ
ミ
ナ
ー
、
J
I
S
を
改
正 
①
面

企
業
決
算
2
0
2
0
年
3
月
期
第
１
四
半
期
、
特
定
市
協
開
催
報
告 
②
③
面

私
と
上
高
地　

、
大
阪
府
特
定
市
立
入
検
査 

④
面

（1）

寄
稿
（
大
井
み
さ
ほ
・
倉
橋
正
保
・
中
村
邦
光
） 

⑤
面

計
量
制
度
見
直
し
に
つ
い
て　

（
令
和
元
年
6
月
版
） 

⑥
⑦
面

（3）

東
京
電
力
が
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
を
決
定　
 
⑧
⑨
面

（3）

資
料
・
消
費
税　

％
に
改
定
と
計
量
計
測
器 

⑩
⑪
面

10

過
積
載
特
集　

、
社
説
「
計
量
法
の
検
定
制
度
は
主
権
者

（9）

た
る
国
民
の
た
め
に
あ
る
」 

⑫
面
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「
第
9
回
質
量
測
定
に
特
化
し
た
不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
」・

「
第
2
回
分
銅
校
正
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」

2
0
1
9
年　

月
5
日　

～
6　

、日
本
計
量
会
館
で

11

（火）

（水）

階（
〒
1
6
2
―
0
8
3
7
、

東
京
都
新
宿
区
納
戸
町　

―
25

1
）

【
内
容
】
①
分
銅
校
正
の
概

要
（
主
と
し
て
講
義
）
＝
▽

質
量
校
正
の
原
理
：
関
連
規

格
、
実
験
式
、
協
定
質
量
▽

比
較
方
法
：
多
点
比
較
、
等

量
比
較
、
分
銅
の
組
合
せ
比

較
、
分
量
校
正
法
▽
特
性
評

価
：
表
面
性
状
、磁
気
特
性
、

分
銅
の
体
積
▽
改
正
1
7
0

2
5
対
応
：
依
頼
内
容
の
明

確
化
（
7
・
1
・
1
）、
結
果

の
妥
当
性
確
保
（
7
・
7
・

1
）
な
ど
②
分
銅
校
正
の
不

確
か
さ
評
価
（
主
と
し
て
グ

ル
ー
プ
学
習
）
＝
▽
概
要
説

明
：
校
正
手
順
の
決
定
、
モ

デ
ル
式
、
フ
ィ
シ
ュ
ボ
ー
ン

チ
ャ
ー
ト
、
バ
ジ
ェ
ッ
ト
表

▽
ば
ら
つ
き
の
評
価
：
4
つ

の
標
準
不
確
か
さ
（
測
定
過

程
、
参
照
分
銅
、
空
気
浮
力
、

質
量
比
較
器
）
▽
合
成
標
準

と
拡
張
不
確
か
さ
の
計
算
：

有
効
自
由
度
、
包
含
係
数
▽

結
果
の
報
告
：
証
明
書
の
様

式
例
、
規
格
適
合
性
の
表
明

【
参
加
条
件
】
▽
不
確
か
さ

評
価
の
初
心
者
で
な
い
人

（
質
量
測
定
に
特
化
し
た
不

確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
し

た
人
が
望
ま
し
い
）
▽
表
計

算
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
ま

た
は
関
数
電
卓
が
扱
え
る
人

▽
セ
ミ
ナ
ー
当
日
、
演
習
時

に
使
用
す
る
P
C
ま
た
は
関

数
電
卓
を
持
参
で
き
る
人

【
参
加
費
】
3
万
円

【
募
集
人
数
】　

名
（
先
着

12

順
、定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

【
講
師
】
▽
植
木
正
明
（
元

産
業
技
術
総
合
研
究
所
）
▽

渡
部
新
一
（
計
測
自
動
制
御

学
会
力
学
量
計
測
部
会
）

【
申
込
方
法
】
件
名
を
「　
11

月
6
日
分
銅
校
正
技
術
セ
ミ

ナ
ー
参
加
申
込
」
と
し
、
氏

名
、所
属
、住
所
、連
絡
先（
電

話
・
電
子
メ
ー
ル
）、「
P
C

持
参
」
ま
た
は
「
関
数
電
卓

持
参
」
を
明
記

■
申
込
先
等

　

い
ず
れ
の
セ
ミ
ナ
ー
も
不

確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
ま

で【
申
込
先
】
不
確
か
さ
セ
ミ

ナ
ー
事
務
局
（
渡
部
新
一
）

＝
電
子
メ
ー
ル
：y

.w
ata

be@
du
n
e.ocn

.n
e.jp

【
申
込
期
限
】
2
0
1
9
年

　

月
4
日　

10

（金）

（1） 2019年（令和元年）9月8日（日）第3254・55号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

　

3
2
5
4
・
3
2
5
5

号
を
合
併
号
と
し
、
9
月

8
日
付
で
発
行
し
ま
す
。

自
動
は
か
り
他
の
J
I
S
を
改
正


